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２４雑草防除及び生育調節剤に関する試験

課題名 分類 ②

麦圃ｷﾝﾎ゙ ｳｹ゙ ･科雑草の除草剤による防除法

試験研

６３～ユ年（完了）

究年次

Ｉ目的近年、ｷﾝﾎ゙ ｳｹ゙ ､科の帰化雑草であるｲﾎー ﾐｷﾝﾎ゙ ｳｹー が大川市で約150haとﾄｹー ﾐﾉｷﾂﾈﾉﾎ゙ ､ﾀﾝが

小郡市、嘉穂郡穎田町の麦圃等で約20ha発生し、問題となっている。このため、生育期

処理剤による防除法について検討した。

Ⅱ試験方法

１試験実施場所：大川市、小郡市

２供試作物及び供試品種：

fｉ
大川市…小麦、農林61号

小郡市…昭和63年は大麦、あまぎ二条

平成元年は小麦、ｼﾛｶ゙ ・ﾈｺﾑｷ

３土壌条件：大川市…埴土、小郡市…壌土 ミ
４播種期：大川市…11月18日

小郡市…昭和63年は12月7日 ＡＢＣＡＢＣ
平成元年は11月24日ｲﾎー ﾐｷﾝﾎ゙ ｳｹー ﾄｹー ﾐﾉｷﾂﾈﾉﾎー ﾀｿ

５供試除草剤及び10a当たり処理堂：。

ｸ"ﾗｽｼ゙・ﾝN水和剤…3009と5009、NCPｿーﾀ゙ 塩ー液剤…300,1 Ａ…第１梨

(比)ｱｸﾁﾉｰﾙ乳剤…200m’．Ｂ…根生薬

６処理時期：１月中旬～３月上旬にかけて各年3時期
Ｃ…茎に着く菜

Ⅲ 主要成果の概要，

ｴｸー ﾗｽゾﾝN水和剤は、雑草生育期処理で実用性が高い。なお、麦類の6葉期（２月中旬）以前の処

理では薬害(奇形穂).を生じることがあるので､散布時期に注意する．
２麦圃での発生消長は両種とも同様の傾向であり、発生始期は12月中旬、発生盛期は12月下旬～

１月上旬であり、その後の発生は少ないｑ

３土入れによる除草効果は対無除草区比率50%程度である。このため１月～２月にかけて補完的に
実施する。

４NCPｿー 溌塩液剤の300,1の２月処理は、薬害（奇形穂）が発生し易い。特に大麦での薬害が大き
い 。

５ｱｸﾁﾉー ﾙ乳剤の200ml処理は、年次及び処理の時期による効果の変動が大きい。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

年次

昭
和
聞
年

元
年
平
成

注）

年吹
及び
作物

昭
和
闘
年
・
大
麦

注）

第１表イホ､､ﾐｷﾝﾎ゙ ｳｹー に対する除草効果及び薬害の程度（大川市、小麦）

処理処理残存雑草薬害精麦垂
時期対無処理
区比率

月・日％ｋg/10ａ
ｸｰﾗ300２．１５ｔ極微４６６
ｸﾞ・ﾗ500〃０極微４７３
ｱｸﾁ200〃９無４７７
●＝●‐ローロー‐‐－－ー■ー＝■ーー‐‐｡‐ーー再一一口一一一■－ーーロー

ク．､ﾗ500３．７０無５０９
ｱｸﾁ200〃４１無４７４
土入れ２．５４０４７２

無処理一（18.99）－４４３

①処理のｸ゙､ﾗ300はｸ゙･ﾗｽｼ゙､ﾝN水和剤の3009、ク．､ﾗ500はｸーﾗｽｼ゙,ﾝMの5009,
の300ml、ｱｸﾁ200はｱｸﾁﾉー ﾙ乳剤の200ml処理区である。
②薬害の症状は奇形穂である。
③調査月日は昭和63年が３月18日、 平成元年が４月2日。
④無処理区の（）内は、㎡当り風乾残存雑草堂の実数。

MCP300はNCPｿー グ塩液剤

第２表ﾄｹﾐﾉｷﾂﾈﾉﾎ"ﾀﾝに対する除草効果及び薬害の程度（小郡市）

処理処理残存雑草薬害精麦垂
時期対無処理
区比率

月・日、％
ｸｰﾗ300２．９３ 無kg/鵠：
ｸｰﾗ500〃ｔ〃５７８
ｱｸﾁ200〃３〃５５７
■口一一一一一一－－－口ーーーー‐‐ ‐■Ｃロ＝＝＝‐‐一一‐‐‐一⑪ローｰ唖

●

ｸ ｰﾗ500３．８０無５６０
ｱｸﾁ200〃６〃５８９
土入れ〃４９．５７３
無処理一（24.89）－５７１

①処理の記号及び薬害の症状は第１表の附記に同じ。
②調査月日は昭和63年が４月18日、平成元年が４月2日。
③無処理区の（）内は第１表に同じ｡

処理処理残存雑草薬害精麦重
時期対無処理
区比率

年次

月・日％ｋg/10ａ
ｸﾞ､ﾗ5002.20０無３４７
MCP300〃 １微３４１
ｱｸﾁ200〃３無３１８
土入れ１．３１，２．１５６６－３３６

無処理一（44.59）一２９７

ゲラ5００１．１７ｔ微４５３
ｱｸﾁ200〃６１無４７１

平
成
元
年

処理処理残存雑草薬害精麦重
時期対無処理
区比率

年次
及び
作物

ｸ､､ﾗ500
月・日％
2．１４ｔ無

kg/10ａ
432

KCP300〃 ７大４２０
ｱｸﾁ200〃４６無４０９
■＝■■－－再一一一一一一一画一一＝■■‐■■■ー‐‐画一一一一口一一ー■ーー＝ー

ゲラ5003.10ｔ無４４８
ｱｸﾁ200〃５０〃４３１
土入れ３．２４３４０４
無処理一（9.49）－３７２

平
成
元
年
・
小
麦
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

グﾗｽｼ､、ﾝN水和剤は麦類に対して登録はない。

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ涜料名

昭和63年度、平成元年度福岡県農業総合試験場筑後分場普通作物研究室秋冬作試験成績書

昭和63年度、平成元年度福岡県農業総合試験場農産研究所作物栽培研究室秋冬作試験成績書


